











An Experimental Study on Hepatotoxicity 01 Sclerosant Ethanolamine 










混和したethanolamineoleate with iopamidol (EOI)溶液を作製し、 O.1. O. 2. O. 4又はO.8~/kgを固結
腸静脈内に注入し、その影響を血液生化学的及び病理組織学的に以下のごとく検討を行った。 1) EOI 
流入後の時間的推移による検討。 2)EOI流入量による検討。 3)EOI流入速度による検討。 4) EOI 
による肝傷害の機序を調べる為、ゼラチンスポンジによる門脈塞栓群とEO1 O.11&/kg注入群の比較及び墨
汁添加EOI注入による肝傷害部位の機討。
【結果】 1) EO 1 O.8m.Q/kg注入において、 GOT，GPTの上昇及び肝細胞嬢死がl日後に見られたが、 7日後、

















と考えられている207i&/body(20mll/50kg = O. 4dU1/kg)を基準にして種々の用量並びに速度(lTU!/s)で注入
し、肝組織に与える影響を血液生化学的並びに病理組織学的に検討した。
病理組織所見では門脈内にはあきらかな血栓形成は見られず、墨汁添加EOI注入実験で炭粉粒子は壊
死巣に一致し分1tiしていた。
従って、 EOIの門脈内注入は少量でも肝細胞壊死を惹起し、その程度は注入量が多い程強かった。し
かし、注入速度には相関しなかった。 EOI注入l日後にGOT.GPTの上昇と肝細胞壊死が見られたが、 7
日後では回復していた。
以上の結果から、臨床上使用されているEOIの門脈内流入は類洞レベルの血流障害ないし直接的な印lの
毒性による肝組織障害を引き起こす可能性が示唆された。 ROJの門脈内流入による肝組織障害について
の基礎的研究はなされておらず、本実験結果は、胃・食道静脈痛の治療を安全に行う上で重要な資料を提
供するものと考えられた。
よって、本論文は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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